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【該非判定結果】 ※本判定は2024.02.01施行の政省令等に基づきます。

判定

□ 　該当 全吸収線量がシリコン換算で5,000グレイ未満の為

■ 非該当 吸収線量がシリコン換算で1秒間に5,000,000グレイ未満の為

□ 対象外

7の項（3）6条3ロ 周波数6ギガヘルツ未満の為

□ 　該当

□ 非該当

■ 対象外

□ 　該当 全吸収線量がシリコン換算で5,000グレイ未満の為

■ 非該当 吸収線量がシリコン換算で1秒間に5,000,000グレイ未満の為

□ 対象外

■ 対象品

□ 対象外

■ 対象品

□ 対象外

□ 　該当

■ 非該当

■ 　該当

□ 非該当

□ 対象外

※１ ： リスト規制貨物・技術等の判定結果の ｢該当｣・｢非該当｣・｢対象外｣の意味は以下のとおりです。

｢該当｣：規制品目であり、かつ規制値を満たす。

｢非該当｣：規制品目であるものの、規制値を満たさない。

｢対象外｣：規制品目から外れる。

※２ ： キャッチオール規制については、用途・需要者の要件によっては、輸出許可が必要となる場合がございます。

※３ ： 納入仕様書に技術情報を記載しておりますので、技術についても判定しております。

 輸出貿易管理に関する判定書 

2024年2月1日

株式会社大真空

品質本部品質部

品質部長　大集 和仁

MEMS発振器

型名

項番/省令 判定理由

技術
7の項（1）19条1項二

6条1 イ
（外為令別表1～15項)

（※３） 1MeV相当の中性子束（積算値）が1cm2当たり50兆個未満の為

貨物
（輸出令別表第二)

19条1項ニ 6条2ヲ
10Hz～10ｋHzの全範囲にわたって動作周波数に対する1Hz当
たりの単側波帯位相雑音の比の設計値を定めているが、所
定の計算式により算定した値以上である為

ｷｬｯﾁ
ｵｰﾙ
規制
(※２）

貨物（輸出令別表
第一の16の項）

役務・技術（外為令
別表の16の項）

ﾘｽﾄ
規制
貨物・
技術等
(※１）

貨物
7の項（1）
6条1 イ

（輸出令別表第一)

1項～15項 1MeV相当の中性子束（積算値）が1cm2当たり50兆個未満の為

7の項（2）6条2ヲ
10Hz～10ｋHzの全範囲にわたって動作周波数に対する1Hz当
たりの単側波帯位相雑音の比の設計値を定めているが、所
定の計算式により算定した値以上である為

米国再輸出規制
（ＥＡＲ)

ECCN EAR Part 774 Category 3(Electronics) に該当しない為。

EAR99 技術に対して、デ・ミニマス量が25%を超える為。

□ MO1532 □ MO2019 □ MO3822 □ MO5359 □ MO9001
□ MO1533 □ MO2020 □ MO3907 □ MO8003 □ MO9002
□ MO1534 □ MO2021 □ MO3921 □ MO8008 □ MO9003
□ MO1552 □ MO2024 □ MO3922 □ MO8009 □ MO9005
□ MO1566 □ MO2025 □ MO5000 □ MO8021 □ MO9120
□ MO1568 □ MO3372 □ MO5001 □ MO8208 □ MO9121
□ MO1569 □ MO3373 □ MO5002 □ MO8209 □ MO9122
□ MO1576 □ MO3509 □ MO5021 □ MO8225 □ MO9156
□ MO1579 □ MO3519 □ MO5022 □ MO8256 □ MO9365
□ MO1602 □ MO3521 □ MO5155 □ MO8918 □ MO9366
□ MO1618 □ MO3522 □ MO5156 □ MO8919 □ MO9367
□ MO1630 □ MO3807 □ MO5157 □ MO8920 □ MO9386
□ MO2001 □ MO3808 □ MO5356 □ MO8921 □ MO9387
□ MO2002 □ MO3809 □ MO5357 □ MO8924
□ MO2018 □ MO3821 □ MO5358 □ MO8925


